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肝転移を抑制する漢方方剤における活性酸素消去能からみた特徴
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要 旨

十全大補湯,
四物湯, 補中益気湯, 小柴胡湯の 経 口投与 は実験的 ラ ッ ト肝転移を抑制 し, 十全

大補湯と四物湯は マ ク ロ フ ァ ー ジ を
, 補中益気湯は N K 細胞を活性化するが, これ ら漢方方剤に

お ける活性酸素消去能 の 特徴を検討 した . 上記を含め て 9 種類 の 漢方方剤を検討 し たと こ ろ ,

･ o ㌻と
･ O H ( F e n t o n 反応 ･ U V 照射) の 消去能 の 総和 で は小柴胡湯が最も強く , 温清飲 , 捕

中益気湯, 十全大輔湯 , 四物湯ラ 人参養栄湯の 順で あ っ た . 更に これ ら 9 種類 の 構成生薬23 種類

別に お ける活性酸素消去能の 検討の 結果, 漢方方剤 の 特徴と して 十全大補湯 , 四物湯, 温清飲は

･ o J を , 補中益気湯と小柴胡湯 は ･ O H を抑え る傾向がみ られ ,

･ 0 ㌻消去能 の 高 い 漢方方剤 は

マ ク ロ フ ァ ー ジ活性 に ,

･ O H 消去能の 高 い 漢方方剤 は N K 細胞活性 に 関与すると い う可能性 が

示唆され た .

キ
ー

ワ
ー ド

漢方方剤, 肝転移抑制, 活性酸素 ,
ヒ ド ロ キ シ ラ ジ カ ル

は じめ に

癌治療 の 中JL ､ は近代西洋医学 の 進歩と ともに ,

外科療法, 放射線療法 , 化学療法な どが主なも の

と な っ て い る が ,
こ れに 加えて , 生体内の 免疫担

当細胞を活性化させ 抗腫癌 ･ 抗転移効果を誘導さ

せ る治療と して 免疫療法 も注目を集めて い る . 悼

性疾患を中心と して ,

一

般臨床 の場 に浸透し っ っ

あ る漢方方剤は , 様々 な効果を も っ た生薬から構

成さ れる複合薬剤で あり , 多種多様 の 作用が期待

さ れる . 癌 の 分野 に お い て は , 十全大輔湯を中心

と した補剤が術後の 体力回復促進や抗癌剤治療 ,

放射線治療 に伴う白血球減少 を軽減させ る こと な

ど副作用防止を目的と て 用 い られ
1 , 2 ･ 4~8 )

, さ ら に

B R M 作用が注目され て い る
1~4 ･ 9~ 15 )

. 東洋医学に お

い て は
, 癌は局所的に と どまる病気で はなく , 坐

体内 の 恒常性が乱れ た結果 , 生体全体 に歪みが生

じ
,
こ れが局所に現れ たひ と っ の 症候 とみ なすべ

き と認識され て い る . そ こ で
, 漢方方剤 を用い て

生体固有の 防御, 抵抗性機構を弓垂化する こと によ っ

て
,
生体の 恒常性 の 乱れを修復する こ とがで きれ

ば
, 癌 の 治療 ･ 予防効果が期待 で きる と い う考え

方 も成り立 っ こ と に なる . 大西 ら
17- 20 ) は , 十全大

補湯,
四物湯 ,

温清飲, 補中益気湯 の 経口 投与が

実験的ラ ッ ト肝転移 を抑制 し, 十全大補湯と四物

湯は マ ク ロ フ ァ ー ジ を
, 補中益気湯 はN K 細胞を

活性化する こ と を報告 して い る .

本研究で は, まず, 十全大浦湯な どの 漢方方剤

と その 構成生薬に お ける活性酸素 ( ･ O J , ･ O H)

消去活性を分析し, そ の 活性 の 特徴を理解 した .
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肝転移抑制漢方方剤の 活性酸素消去能

さ らに マ ク ロ フ ァ
ー ジ と N K 細胞 を活性化する構

成生薬 の 特徴 に つ い て も分析 し, 漢方方剤 の 転移

メ カ ニ ズ ム に 関する作用理解を深め る こ とを 目的

に検討を加え た . 将来的に は転移抑制に 効果的な

構成生薬 の 組み合わせを明らか にする こ とで , 症

転移予防医学に より効果的な漢方方剤が期待 で き

ると考える .

研究方法

Ⅰ
. 測定試料の調整

漢方方剤 は, 十全大補湯, 四物湯, 四君子湯,

六君子湯,
温清飲, 人参養栄湯, 当帰苛薬散 , 捕

中益気湯, 小柴胡湯 の 9 種類 ( ㈱ ツ ム ラ) を使用

し, これ ら の 漢方方剤に共通する構成生薬と して ,

貴書, 桂皮 ,
地黄, 苛薬, 川き ゅ う, 当帰 , 蒼花,

人参, 扶苓, 甘草 , 生妻, 大栗, 半夏 , 柴胡 , 陳

皮
,
遠志, 五味子 , 升麻, 黄 ごん , 黄相 , 黄連,

山梅子 , 沢清 の23 種類 ( ㈱ ツ ム ラ) を使用 した .

い ずれ も大西 ら
17)
と同じ方法で 抽出され た漢方方

剤 ･ 生薬 エ キ ス で , 用 い た エ キ ス は同
一

ロ ッ トと

し
,
それ ぞれ の 水可溶性成分に つ き検討 した .

測定試料 は超純水 に 溶解さ せ , 20 .O m g/ m P の 濃

度 の 水溶液を作成 し, 30 00 回転,
5 分間の 遠心分

離 に か け ,
上清を希釈 しなが ら, 2 .O m g / mP , 0 .2

m g/ mP の 濃度に 調整 し, 測定 に使用 した . 試料 の

濃度 に つ い て は賓城ら
21)
の 方法に準 じた .

Ⅱ
. 実験方法

漢方方剤 と そ の 構成生薬 の 活性酸素抑制率 は

E S R ( 日本電子製 J E S - F R 30) を用い た D M P O -

ス ピ ン ト ラ ッ プ法に て評価した .

1
.
E S R に よる ･ O J 消去活性 の 測定

･ O J は ヒ ポ キサ ン チ ンーキサ ン チ ン オ キ シ ダ
ー

ゼ反応 ( H P X - ⅩO D) を発生系と した .

5 .5 m M の D E T A P A C を35 p P , 試料溶解液 を

50 FLP , 8 .9 M の D M P O を15 FLR , 2 m M の H P X

を50 FLB ,
0 .4 U / mP の ⅩO D を50 FLP の 順で 試験管

に と り, ⅩO D を入れ ると同時に計時を開始 した .

よ く撹拝 して 石英扇平セ ル に吸 い 取り , E S R ス

ペ ク ト ロ メ
ー

タ
ー

の キ ャ ビテ ィ に 装着 し, 60 秒後

に 測定を 開始 し た . 即 ち H P X - ⅩO D 反応 を発生

系と し, ト ラ ッ プ 剤と して D M P O を加え , 発生

す る D M P O - O J a d d u ct の ス ペ ク ト ル と して 計 測

した .

･ O J の ス ピ ン ア ダク ト の 信号強度 は内部標準

で ある M n O ( m a n g a n e s e o x id e) の 信号強度に

対する相対強度と した .

コ ン ト ロ ー

ル に は溶媒と

した超純水を用い ,
そ れ に対 する抑制率 ( % ) と

して算 出した .

2 . S O D 様活性の 測定

0 .167
,
1 3 .5

,
40 .5 U / m P の 濃度 の S O D 標準キ ッ

ト の 信号強度を上記と同様の 手順で 測定し, M n O

の 信号強度と の 比を S O D 濃度 に 対 して プ ロ ッ ト

する こ と に よ り検量線 の 作成 を行 い , 相当する

S O D 濃度を測定試料 の S O D 様活性と した .

3
.
E S R に よる ･ O H 消去活性 の 測定

･ O H の発生系に は以下 の 2 つ の 方法を用い た .

( 1 ) F e n t o n 反応 に よ る ･ O H 発生系

･ O H 発生系 の 一 つ に過酸化水素と鉄 を合わせ

る と ･ O H が産生され
.

8 F e n t o n 反応が ある ,

1 m M の F e S O 41 D E T A P A C 溶液 を75 fLP , 試料

溶解液50 〟P ,
0 .89 M の D M P O を20 FLB ,

0 .1 m M

の H 2 0 2 を75 pP の 順 で試験管 に と り , H 2 0 2 を入

れ ると同時 に計時を開始 した . よく撹拝 して石英

扇平 セ ル に吸 い 取り ,
H 2 0 2 添 加後6 0 秒後 に ･ 0 ㌻

の 測定と同様 の 測定条件で , E S R ス ペ ク ト ロ メ
ー

タ
ー

を用い て D M P O 1 0 H a d d u c t の ス ペ ク ト ル を

計測 し, ･ O J と同 じく抑制率 ( % ) と して 算出

した .

F e n t o n 反応に対する抑制率 を検討する場合に ,

金属キ レ ー ト作用 の 強い フ ィ チ ン 酸な どを含むと

F e n t o n 反応が 阻害され て し ま う こ とが起き る の

で
,

･ O H 発生 に対 する抑制 に つ い て は H 20 2 を

U V 照射で 分解 し, ･ O H を生成 させ る方法を追

加検討 した .

( 2 ) U V ( U lt r a vi ol et lig h t) 照射に よる
･ O H

発生系

50 m M の H 2 0 2 を150 F LP , 試料溶解液250 FLR ,

0 .89 M の D M P O 40 FLe を試験管 に とり ,
よく撹拝
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し, 365 n m の U V ( 4 ×10
3
J/ m

2

/ m i n : U V P C - 70 G
,

ult r a - V i ol et P r o d u c t L td . U S A) の 光源か ら15

c m の 距離に 置き , 照射開始と同時 に計時した. 5

分間照射後石英扇平 セ ル に 吸 い 取り ,

･ O J の 測

定と同様 の 測定条件 で E S R ス ペ ク ト ロ メ
ー タ ー

を用 いて D M P O - O H a d d u ct の ス ペ ク ト ル を計測

し
, 抑制率 ( % ) と して算出した .

結 果

漢方方剤構成生薬 の 活性酸素抑制率 は, そ れ ぞ

れ20 .O m g/ mP , 2 .O m g / mP , 0 .2 1n g/ m 2 に お い て 算 出

した ( 表 1 ) . 抑制率 の 高 い生薬 に注目 し, 2 .O m g

/ mp の 濃度で50 % 以下 の も の に つ い て は今回0 .2 m g

/ mp の 測定は行 っ て い な い . U V 照射 に お い て 抑制

率が マ イ ナ ス の 値 に な っ た地黄 , 侠苓, 生妻, 五

味子以外で はい ずれ も濃度依存的に 発生 したラ ジ

表 1 厚生生薬の 濃度別 (2 0 m g/ m 2 , 2 .O m g/ m P , 0 .2 m g/ m P) ･ 0 妄~ お よ び ･ O H 抑制率 ( %) の
一

覧

･ 0 2
-

( % )
･ O H F e n t o n( % ) ･ O H U V ( % )

2 0( m e/ a ) 2 (n y / r &) 0 .2 (rrt / 如) Z 0(什t/ a ) 2 ( ～/ m C) 0 .I ( 叩/ -セ) 2 O(rrd d ) 2 ( 叩/ l旭) 0 .2 ( q / a )

オウギ

ケ イヒ

ジオウ

シヤ クヤク

セ ンキ ュ ウ

トウキ

ソウジュ ツ

ニ ンジン

プクリ ョ ウ

カ ンゾウ

シ ョ ウキ ョ ウ

タイソウ

ハ ンゲ

サイコ

チン ピ

オンジ

ゴミシ

ショ ウマ

オウゴン

オウバク

オ ウ レン

サ ンシシ

タクシヤ

5 1 . 2

9 6 . 7

9 6 . 6

9 6 . 4

6 9 .3

5 7 . 8

7 3 . 7

2 2 .1

6 0 . 7

7 8 . 4

7 4 . 2

7 3 . 6

1 3 .～

6 0 .1

8 0 . 5

7 7 . 9

6 3 . 6

9 5 .9

9 6 . 8

9 3 . 4

9 8 . 1

9 0 .1

6 4 . 8

1 7 .
4

8 9 . 9

7 9 . 1

8 4 . 0

3 2 .2

2 9 . 9

Z ア. 0

- 5 . 8

3 0 . 3

4 8 . 8

4 1 . 1

3 4 . 8

- 6 . 6

3 3 .0

5 2 .1

4 8 . 1

5 2 . 6

8 2 . 7

9 1 .～

6 9 . 6

9 Z .
1

6 5 . 9

3 0 . 3

8 ア. 2

8 4 . 8

8 5 . 9

8 6 . 9

9 1 . 8

9 1 , 6

8 6 .1

9 0 . 0

9 4 . 7

8 4 . 9

9 3 . 5

8 0 .～

8 3 . 6

8 4 . 0

6 3 . 8

6 6 . 7

8 7 . ～

3 8 .1

6 9 . 6

6 4 . 4

4 4 . 6

8 1 . 0

7 7 .1

5 9 . 7

3 4 . 8

2 1 . 2

4 3 . 2

4 8 .0

4 7 . 8

1 9 . 6

5 4 .3

8 7 . 9

4 4 .1

7 8 . 7

3 9 . 7

2 0 .～

8 2 .～

1 6 . 4

l l . 5

6 2 . 6

5 3 . 8

4 1 . 8

3 9 .
3

2 0 . 9

5 8 . 5

6 3 .4

4 9 . 5

8 7 . 8

- 6 8 . 0

7 4 . 9

6 9 . 6

5 9 . 2

6 3 .～

5 8 . 3

- 1 5 6 . 4

8 2 . 0

- 7 1 . 4

6 9 . 4

3 0 . 6

6 5 . 5

7 2
.
4

8 4 . 1

- 2 6 . 6

9 0 . 3

8 7 .
4

8 6 .1

8 7 . 8

8 0 .1

8 8 . 0

- 0 .7

6 1 . 7

0 . 0 3

5 . 4

3 8 . 0

1 7 . 7

2 1 . 7

1 0 . 8

-1 5 1 . 2

5 7 .I

- 2 2 . 6

2 1 . 5

0 . 0 3

3 4 . 1

5 5 .1

7 5 . 1

9 . 8

7 2 . 9

7 8 . 1

7 5 . 8

7 Z . 2

5 6 . 5

31 . 9
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肝転移抑制漢方方剤の 活性酸素消去能

カ ル を消去して い る .

ま た ,
20 .O m g/ m 2 で は,

･ 0 21 と ･ O H の い ずれ

に おい て もはとん どの 生薬 の抑制率が非常に高く,

70 % 以上 の 値 に な っ て い るた め, 生薬間 の 比較 に

は2 .O m g/ mβの 値が適当で あると判断し, 同様 に漢

方方剤 に お い て も2 .O m g/ mP の 結果を述 べ る こと に

する .

Ⅰ
. E S R による ･ 0 ; 消去活性の 測定成績

漢方方剤2 .O m g/ m P の 濃度 に お い て , 最も高 い 抑

制率を示した の は四物湯 (73 .3 %) , 次 い で 温清飲

(68 .2 %) , 当帰苛薬散 (65 .3 %) , 小柴胡湯 (62 .8 %) ,

十全大補湯 (62 .5 % ) , 人参養栄湯 (60 .4 % ) , 捕

中益気湯 (5 1 .7 % ) で あ っ た . 構成生薬2 .O m g/ m P

の 濃度 に お い て は黄連(9 2 .1 % ) が 最も高く , 黄 ご

ん (9 1 .
2 %) , 桂皮 (89 .9 %) , 苛薬 (84 ,0 %) ヲ 升麻

(82 .8 % ) , 地黄 (79 .
1 % ) , 黄相 (6 9 .6 % ) , 山梅

千 (65 .9 % ) , 五 味子 (52 .6 % ) , 陳皮 (52 .1 % )

の 順で あり , 人参と半夏に は認め られなか っ た .

ま た
,
2 .O m g/ mP の 濃度に お けるS O D 様活性を比

較すると , 漢方方剤で は四物湯 (16 .5 U / m P) , 温

清飲 (ll .2 U / m P) , 当帰苛薬散 (9 .9 U / m P) , 十全

大補湯 (9 .O U / mP) , 小柴胡湯 (8 .9 U / m P) で あ っ

た . 構成生薬で は黄連 (68 .2 U/ mP) , 桂皮 ( 6 7 .0

u / mp) , 黄 ごん (59 .9 U / mP) , 苛薬 ( 59 ･4 U / m P) ,

升麻(4 6 .8 U / mP) とな っ た .

Ⅱ
.
E S R による ･ O H 消去活性の 測定成績

F e n t o n 反応 に お い て , 漢方方剤2 .O m g/ mP の 濃

度 に お け る 最 も抑 制率 の 高 い も の は小柴 胡湯

(57 .0 % ) , 次 い で 補中益気湯 (3 7 .4% ) , 四物湯

(33 .7 %) , 温清飲 (33 .5%) , 四君子湯(33 .3 % ) で

あ っ た . 構成生薬2 .O m g/ m P の 濃度に おい て は扶苓

(8 7 .9% ) が最も高く , 次 い で 柴胡 (82 .2%) , 生妻

( 78 .7 %) , 沢潟 (63 .4 %) , 五 味子 (62 .6 % ) , 貴書

( 59 .7 % ) , 山梅子 (5 8 .5 % ) , 人参 (54 .3 % ) , 升

蘇 (53 .8 % ) , の 順で あ っ た .

u v 照射 に お い て は , 漢方方剤2 .O m g/ mP の 濃度

に おける抑制率 は小柴胡湯 (5 4 .9 %) が最 も高く ,

次は温清飲 (49 .9 %) , 六君子湯 (45 .7%) , 補中益

気湯 (43 .6% ) , 四君子湯 (43 .3 % ) で あ っ た . 棉

成生薬 2 .O m g/ m 2 の 濃度に お い て は黄 ごん (78 . 1

%) が最 も高く , 次 い で黄相 (75 .8%) , 遠志 (75 .1

%) , 升麻 (72 .9 %) , 黄連 (72 .2 % ) , 桂皮 (61 .7 %) ,

甘草 (57 .1 % ) , 山梅子 (56 .5 % ) , 陳皮 (55 .1 % )

の 順で あり, 扶苓と生妻 は逆に マ イ ナ ス 値を示 し

た .

Ⅲ
.

･ 0 ; お よび ･ O H 消去活性 の総和

用 い た漢方方剤別 の ･ O J お よ び ･ O H 消去活

性 の両者 の 強さ をみるために ･ O J と F e n t o n 反応,

U V 照射の 3 つ の 抑制率 (%) の 総和と して み た

と こ ろ , 最 も高 い 総和 を 示 し た の は小柴胡 湯

(174 .7 %) , 次 い で 温清飲 (151 .6 %) , 補中益気湯

(13 2 .7 %) 十全大輔湯 (132 .3 %) , 四物湯 (1 30 .7 %) ,

人参養栄湯 (131 .0 %) の 順と な っ た ( 図 1 ) .

漢方方剤構成生薬 の 消去活性 の 総和を図2 に示

した , 最も抑制率の 高 い 黄 ごん (2 11 .1
0
/o) か ら最

も低 い 半夏 (20 .2 %) ま で を 以下 の よ う に 3 段階

に分類 した . 総和70 % 未満を弱 い 消去能, 70 - 1 4 0

% 未満を消去能有り ,
14 0 % 以上を強 い 消去能と し

て 構成生薬別の ･ O J お よ び
･ O H 消去能を図 3 の

ように ま とめ た . 140 % 以上 の 強い 消去能を示した

の は
, 十全大補湯 ,

人参養栄湯 の 構成生薬で あ る

桂皮 (186 .4%) と甘革 ( 150 .0 %) で あり ,
四物湯

の 構成生薬に はなく , 四君子湯お よび六君子湯で

は甘草,
温清飲で は黄 ごん , 黄拍 (184 .

7%) , 黄

逮 ( 185 .2 %) , 山梅子 (180 .9 %) で あ っ た . 当帰

苛薬散に は抑制を示す ことなく , 補中益気湯と小

柴胡湯 の 構成生薬で は甘草 , 柴胡 (149 .3%) , 升

麻 (209 .1 %) で あ っ た .

考 察

今回, 漢方方剤 に お ける ･ 0 ㌻ 及び ･ O H 消去

能 の 実験結果は , 十全大補湯 , 四物湯, 温清飲で

は ･ O J 消去能が強 い こ と を示 して い る .
さ ら に ,

構成生薬別に み る と , 地黄, 苛薬 は ･ 0 ㌻消去能

が強く, 3 つ の 漢方方剤に お い て 共通する四物湯

の 4 種類 の 構成生薬 の ･ O J 消去能が 強い 傾向が

あ っ た . S O D 様活性と して み た場合 に も同 じ傾

向がみ ら れた . 補中益気湯と小柴胡湯 は ･ O H 消

去能が強く ,
こ の 2 つ の 漢方方剤で共通する構成

生薬 の 生妻 , 柴胡も ･ O H の 消去能が強か っ た .
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十全大輔湯

四物湯

四君子湯

六君子湯

温清政

人参集栄湯

当帰苛薬散

補中益気湯

小柴胡湯

0 2 0 40 6 0 8 0 1 0 0 1 2 0 1 4 0 1 6 0 1 8 0 2 0 0 ( % )

図 1 ･ 0 21 お よ び
･ O H (F e n t o n 反応および U V 照射) 発生に 対する漢方方剤2 .O m g/ m P の 抑制率( %) の 総和

2 5 0 ( % )

図2 ･ 0 21 お よ び ･ O H ( F e n t o n 反応および U V 照射) 発生に 対する構成生薬2 .O m g/ m P の 抑制率( %) の 総和
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大西ら の報告を考慮 し, これ ら の結果を検討する

と
,

･ O J 消去能 の 高い 生薬で 構成さ れる漢方方

剤 は マ ク ロ フ ァ ー ジ活性が ,

･ O H 消去能 の 高 い

生薬で構成さ れる漢方方剤は N K 細胞活性 に関与

すると い う可能性が示唆され た.

構成生薬別で み た場合, U V 照射で の 沃苓や生

妻 の よう に抑制率が逆に マ イ ナ ス 値を示すもの が

あ っ た .
こ れ は∴生薬 に 含まれ る成分 の 反応に よ

り
･ O H 発生を増強したと考え られ る . 生薬 レ ベ

ル で の 検討 に お い て ,

･ O J 及び ･ O H 消去活性

の 強か っ た もの は , 消去活性 の 強い 既知 の 成分を

含有して い る生薬で あ っ た . 即ちタ ン ニ ン を含有

する桂皮 , 苛薬,
フ ラ ボ ノ イ ドを含有する黄 ごん ,

陳皮, 甘草 , 黄相 , 黄蓄, リ グナ ンを含有する五

味子,
サ ポ ニ ン を含有する人参, 柴胡, 甘草, 黄

蓄 , 遠志, 大乗,
カ ロ チ ノ イ ドを含有する山梅子

な どで あ る . 生薬に お ける抑制率 の 結果か らみる

と
,
タ ン ニ ン を含有する桂皮と苛薬は ･ 0 ㌻消去

活性が 強く ,
フ ラ ボ ノ イ ドを含有する黄 ごん , 陳

皮 , 甘草, 黄相, 貴書 は ･ O H 消去活性が強 い 傾

向が みられ た.

しか し
, 漢方薬 は未知成分や桔抗成分を含む多

成分系 の薬剤で あ り, 経 口投与に よ り消化管で代

謝され , 吸収の 過程で選択さ れ ると い う特徴を有

する ため, 生体内で の 作用はi n vit r o で の作用と

はか なり異な っ たもの に な っ て い る可能性が ある .

従 っ て , 漢方薬 の作用を論じる に は, 今後i n vi v o

の検討が期待され る .

結 語

十全大補湯,
四物湯, 補中益気湯, 小柴胡湯等

9 種類 の 漢方方剤 を O J と ･ O H ( F e n t o n 反応 ･

U V 照射) の 消去能 を こ れ ら の 総和 で みる と小柴

胡湯が最も強く,
温清飲, 補中益気湯, 十全大補

演, 四物湯, 人参養栄湯の 順 で ある . 構成生薬23

種類別に お ける活性酸素消去能 の特徴と して は十

全大補湯 , 四物湯 , 温清飲は ･ O J を抑制 , 補 中

益気湯と小柴胡湯 は ･ O H を抑制する傾向がみ ら

れ た . すなわ ち, ･ 0 ㌻ 消去能 の 高 い 漢方方剤 は

マ ク ロ フ ァ
ー ジ活性に ,

･ O H 消去能 の 高 い 漢方

方剤 は N K 細胞活性 に 関与す ると い う可能性 が

示唆され た.

● 強 い消 去能(総 和 ≧1 4 0( %)) ◎ ;肖去 能有り(1 ヰ0 > 総和 ≧7 0( %)) ○ 消去能弱 い( 70(% ) > 総和)

図 3 漢方方剤中の 生薬別 ･ O J お よ び ･ O H (F e n t o n 反応およ び U V 照射) 発生 に対する抑制率の

総和 に よる消去能の分類

- 15 8 -



富山医科薬科大学看護学会誌 第 3 号 2 00 0

文 献

1 ) 原中勝征 , 里見信子, 桜井明子, 長谷川律子,

中川滋木, 原中瑠璃子 : 和漢薬 の 抗腫療効果と

T N F 産生能 - O K 432 と の 併用効果 - . 漢方 医

学 1 1 : 2 7-31 , 19 87 .

2 ) 武元別人 , 川村秀樹, 丸山博文, 小松靖弘,

油田正樹, 細谷英吉 : 十全大補湯の 細胞性免疫

に 対する作用. 炎症 ,
9 : 49 - 52

,
1989 .

3 ) 丸山博文, 川村秀樹, 武元別人 , 小松靖弘,

油田正樹, 細谷英吉 : 十全大補湯 の 食細胞に及

ぼす影響. 炎症 8 : 46 1 -46 5 , 198 8 .

4 ) 坂上吉秀, 溝口靖紘, 宮島慶治, 久保井広志,

小林絢三 , 木岡清英, 申 東桓, 武田 弘, 蘇

滞成司, 山本祐夫 : 十全大補湯 の 抗腫痘活性お

上 7ド γ - イ ン ク -

フ ェ ロ ン > イ ン 々
一

口 イ キ ン､

■~
′ ､ 〉

1

2 産生誘導能 に つ い て .
ア レ ル ギ

ー

3 7 : 57 -

60
,
19 88 .

5 ) 宮本 宏, 茂松直之 , 山下呂次, 冨永紳 -

,

近藤 誠 , 橋本省三 : 放射線治療に 対する ツ ム

ラ十全大補湯の 使用効果に つ い て . 診断と治療

73 : 153 -159
,
1985 .

6 ) 谷口 一 朗 , 岩里桂太郎, 佐藤充弘, 寺脇信二 ,

友成正路, 安部明雄, 羽田野邦和, 肥 田木孜 :

子宮頚癌 の 放射線療法に お ける十全大補湯の 臨

床効果に つ い て . 漢方医学 8 : 2 1-23 , 1 984 .

7 ) 黒田昌男 , 古武敏彦, 園田孝夫, 前川正信,

岡島英五郎 , 大川順正, 生駒文彦, 栗田 孝,

中村隆幸, 板谷宏彬, 矢野久雄 , 桜井 届, 坂

口 洋, 水谷修太郎 , 新家俊明, 線崎敦哉 : 悲

性腫疾患者 の 愁訴改善 に対する補中益気湯の 効

果 .泌尿紀要 31 : 173-177 , 1 985 .

8 ) 岡元 尭 , 西連寺意勲 : 消化器癌術後Q O L

改善 に 及ぼす漢方方剤 の 影響. 医学 の あゆみ

167 : 760-76 4
,
1993 .

9 ) 中津川垂 - : 漢方薬 の癌転移抑制作用の 研究.

漢方医学 2 1 : 265 -2 67
,
19 97 .

10) 佐藤昇志 : 補中益気湯 の 抗腫疾免疫増強作用.

漢方医学 2 1 : 12- 14 , 199 7 .

l l) 前村和也 : 漢方と免疫 .
ア レ ル ギ

ー

3 : 108
,

1990 .

12) 奥山 徹, 岸 直樹 , 馬場正樹 , 岡田嘉仁 ,

西野輔翼 : 伝統薬物に よ る化学発が ん予防に 関

する研究 . X I V 漢方方剤 の 発が ん プ ロ モ ー

シ ョ

ン 抑制作用 . 和漢医薬学雑誌 13 : 274 - 279
,

1 996 .

13) K o g a S , N a k a n o M ,
U e h a r a K : M e c h a ni s

m f o r t h e g e n e r a ti o n of s u p e r o x id e a n i o n a n

d si n gl e t o x y g e n d u ri n g h e m e c o m p o u n d
- c a t

al y z e d li n ol ei c a cid h y d r o p e r o x id e d e c o m p o si

ti o n . A r c h . B i o c h e m . Bi o p h y s 2 89 : 2 23 -229 ,

1991 .

14) 栗原 毅, 安部康 二 , 秋本真寿美 : 小柴胡湯

の肝発癌抑制効果に 関する検討 . 消化器科 18 :

11 7- 12 4 , 199 4 .

15) 鮎川楠夫, 佐藤丈顕, 永瀬章二 , 古藤和浩 ,

磯部英彦 , 遠城寺宗近 , 酒井浩徳, 坂本 茂 ,

名和田 新 : 小柴胡湯 の 肝発癌予防効果. 臨床

と研究 71 : 1874- 18 76 , 199 4 .

1 6) 岡 博子 : 小柴胡湯 に よる肝発癌抑制 . 臨床

消化器内科 13 : 1525 -1530
,
199 8 .

17) 大西康晴, 藤猪英樹, 斉藤健 一

, 山浦 剛,

早川芳弘, 作川理恵子, 村田 純, 坂本 隆,

田子軍賢次, 藤巻雅夫, 済木育夫 : 十全大補湯 の

経口 投与 に よ る マ ウ ス 結腸癌肝転移抑制効果.

和漢医薬学雑誌 14 : 29 2-293 , 199 7 .

18) 済木育夫 : 癌 の 悪性化と転移 に有効な和漢薬

の 探索 ･ 評価とそ の 作用 機序 の 解析 . 和漢薬 ･

バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 研究成果報告書, 富山医科

薬科大学 : 二卜7 , 19 98 .

19) 済木育夫 : 十全大補湯に よ る癌転移 の 抑制に

関する基礎的検討 . P r o g r e s s i n M e di ci n e 18 :

868-876
,
199 8 .

20) O h ni si Y
,
Y a m a u r

･

a T
,
T a u c hi K

,
S a k a m o t o

T
,
T s u k a d a K

,
N u n o m e S

,
K o m a t s u Y

,
S aiki

I : E x p r e s si o n of t h e A n ti- m et a s t a ti c E ff e ct

l n d u c ed b y J u z e n
-t aih o - t o i s B a s e d o n th e

C o n t e n t of S hi m o t s u -t o C o n s tit u e n t s . Bi o -

l o bi c al & P h a r m a c e u ti c al B ull eti n 2 1 : 76 1 -

765
,
199 8 .

21) 賛城俊成, 高木紀子, 平松 緑, 小松真紀子 :

霊芝103 の フ リ ー ラ ジ カ ル 消去作用に つ い て .

平成 6 年度 ラ ジ カ ル 研究所研究発表会要 旨集72

--75 , 1995 ,

- 15 9 -



肝転移抑制漢方方剤の 活性酸素消去能

I n hibit o r y eff e c t s o n s u p e r o x id e a n i o n r a di c al a n d

h y d r o x y l r a di c al b y C h i n e s e h e r b al w it h t h e p r e v e n ti v e

f u n cti o n f o r e x p e ri m a n t al h e p a ti c m e t a s t a si s

J u n K oik e
l

,
K e nji T a z a w a

l

,
H i r o hi d e N a m i k a w a

l

,
K a y o k o 二t o

l

,

M i ki Y a t u z u k a
l

,
T o m o m i Y a s u d a

l

, y u u k o K o b a y a s hi
l

,
M u t u k o K aji w a r a

l

,

H i d e o O h k a m i
2

,
T o m o hi r o S ait o u

2

1

2 n d D e p a r t m e n t o f A d u lt N u r si n g , S c h o ol of N u r s l n g , T o y a m a M e di c al a n d

P h a r m a c e u ti c al U ni v e r s lt y

2

2 n d D e p a rt m e n t o f s u r g e r y , T o y a m a M e di c al a n d P h a r m a c e u ti c al U n i v e r s lt y

A b st r a ct

O r al a d m i ni st r a ti o n o f J u z e n -t ai h o-t o ,
S hi m o t s u -t o , H o c h u- e k ki-t o , a n d S h oI S aik o-t o

i n hibit s e x p e ri m e n t al li v e r m et a s t a si s . J u z e n - t aih o -t o a n d S hi m o t s u -t o a c ti v a t e m a c r o-

p h a g e s , a n d al s o H o c h u - e k ki-t o a n d S h o- s aik o-t o a cti v a t e N K c ell s . T h e c o m p o n e n t s th a t

a cti v a t e m a c r o p h a g e s a n d N K c ell s i n t h e s e C hi n e s e h e r b al m e di ci n e ( J u z e n -t aih o-t o ,

S hi m o t s u - t o
,
S hik u n s hi-t o , Rik k u n s hi - t o , U n s ei -i n , N i nji n -

y o ei-t o , T o ki
- s h a k u y a k s a n ,

H o c h u - e k ki - t o
,
a n d S h o- s aik o-t o) w e r e e x a m i n ed f o r s c a v e n gi n g a cti vit y o f f r e e r a di c al s .

I n 9 C hi n e s e h e r b al m edi ci n e
,
t h e t o t al i n t e n sit y o f s c a v e n gi n g a cti vit y o n

･ 0 ㌻ ( H P X - ⅩO D

r e a cti o n) a n d ･ O H ( F e n t o n R e a cti o n
,
Ult r a- V i ol e t p r o d u ct) w a s S h o- s aik o-t o > U n s ei-i n >

H o c h u - e k ki -t o > J u z e n -t aih o -t o > S hi m o t s u-t o > N i nji n- y o ei-t o . I n 23 c r u d e c o m p o n e n t s

of 9 C hi n e s e h e r b al m e di ci n e s
,

･ O J s c a v e n g l n g a C ti v lt y W a s hig h e st i n Ji o , a n d
･ O H

s c a v e n g l n g a Cti v lt y W a s hig h e st i n K a n z o u .

I n c o n cl u si o n
,
t h e p o t e n ti al f o r m a c r o p h a g e a c ti v a ti o n w a s i n di c a t e d f o r c o m p o n e n t s

w it h a hi g h
･ O J s c a v e n g l n g a bilit y , a n d N K c ell a c ti v a ti o n w a s i n di c a t e d f o r c o m p o n e n t s

w it h a hig h
･ O H s c a v e n g l n g a bilit y .

K e y w o r d s

h a rb al m edi ci n e
,
s u p e r o xid e a ni o n r a di c al , h y d r o x yl r a di c al , h e p a ti c m e t a s t a si s

- 1 6 0 -


